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平成２５年１月定例教育委員会会議録 

 日      時  平成２５年１月１８日（金）  午後１時３０分～４時２０分 

 場      所  秦野市役所西庁舎３階会議室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 髙槗 照江 

 委 員 飯田 文宏  委 員 内田 晴久  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 水野 和成 

教 育 部 参 事 大津 道雄 

教育総務課長 山口  均 

学校教育課長 大津  操 

教育指導課長兼 

教育研究所長 杉山 哲也 

 

生涯学習課長 横溝 昭次 

図 書 館 長 石井 勇次 

公民館担当課長 井手 則夫 

教育総務課課長補佐(庶務担当) 入野 義郎 

教 育 総 務 課 庶 務 班 主 事 補 川﨑 倫明 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

 １月定例教育委員会会議 

 

日 時 平成２５年１月１８日（金）  

午後１時３０分        

場 所 秦野市役所西庁舎３階会議室  

 

次     第 

１ 開  会 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

（１）平成２５年「教育長年頭あいさつ」について 

（２）平成２５年２月の開催行事等について 

（３）臨時代理の報告について 

  ア 報告第１号 秦野市立小中学校管理職の人事異動内申について 

（４）児童・生徒の評価・評定に係る確認作業の徹底について 

（５）図書館と学校の連携によるリユース本の利用について 

（６）対面朗読ボランティアについて 
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４ 議  案 

（１）議案第１号 教育功労者等表彰・教育長表彰の被表彰者の追加等

について 

（２）議案第２号 秦野市文化財保護委員会委員の委嘱について 

５ 協議事項 

（１）平成２５年度秦野市一般会計予算案（教育費）編成について 

（２）小学校長による幼稚園長の併任について 

（３）幼稚園と小学校の人事交流について 

（４）県費負担教職員の処分等について 

６ その他 

（１）平成２５年度教育委員会会議日程について 

７ 閉  会 

 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 ただいまから１月の定例教育委員会会議を開催いたします。お

手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、前回等会議録の承認ですが、ご意見・ご質問等がござい

ましたらお願いします。 

なお、秘密会に関しては会議終了後、事務局へお願いします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ないようですので、会議録を承認いたします。 

では、教育長報告ですが、臨時代理の報告については、人事案

件のため秘密会での報告としてよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、（３）については、秘密会での報告といたします。

それでは「教育長報告及び提案」をお願いします。 

教育長 それでは、資料№１の「教育長の年頭あいさつ」については教

育指導課長から後ほどご報告させていただきます。 

資料№２を先にご覧いただけたらと思います。２月の開催行事

等でございます。 

最初に２月２日土曜日は、第３回親と子の川柳大会の表彰式を

文化会館で行います。今年もユニークな作品がたくさんあります

ので、ご覧いただけたらと思います。 

２月４日月曜日は、ほりかわ幼稚園の学校訪問です。時間にご

都合がつけば、ご参加いただけたらと思います。 

２月５日火曜日は、神奈川県教育研究所連盟の「調査研究部会」

が渋沢公民館で開催されます。この日は市議会の会派懇談会や部
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長会議等が重なっておりまして、当初は私が冒頭のあいさつを行

う予定でしたが、教育研究所長にお願いします。 

２月６日から８月４日まで、宮永岳彦記念美術館の企画展です。

現在展示している作品の入れ替えを行います。 

２月８日金曜日は、定例の教育委員会会議を予定しております。 

２月９日と１０日は、本町公民館発表会と記載しておりますが、

他の公民館で開催しております公民館まつりとご理解いただけれ

ばと思います。もしお時間がございましたら、ご覧いただけたら

と思います。 

２月１２日と２６日は、例月行っておりますブックスタート事

業でございます。 

２月１８日月曜日は、第６回の園長校長会です。場所は新しく

できたクリーンセンターの会議室で行います。 

２月１６日と１７日は、鶴巻公民館まつりを開催いたします。

これを持って公民館全館の公民館まつりは終了となります。 

２月２２日から３月２２日まで、平成２５年秦野市議会第１回

定例会となります。一般的に言う予算議会となります。 

２月の行事等につきましては以上となります。これ以外の詳細

につきましては、各部課長から報告させます。 

 教育指導課長 まず、資料№１の「教育長年頭あいさつ」についてでございま

す。例年、教育指導課が起案させていただき、教育長に見ていた

だいていますが、本年も、昨年の出来事、それから教育について

のさまざまな課題等を振り返りつつ、平成２５年を意識して取り

組みたいことを示しました。さらに、後半部分では、「凡事徹底」

ということで、当たり前のことを当たり前のように徹底して一生

懸命行うという言葉を置きつつ、研修や研究によって指導方法の

工夫・改善について尽力するような形にしております。この通知

は、始業式の日に、各園・校の教職員に配付もしくは学校長の読

み上げ等で個々の教員に伝わっている状況です。 

続きまして、資料№４、「児童・生徒の評価・評定に係る確認

作業の徹底について」は、既に前回の定例教育委員会会議の途中

で連絡が入ってきた案件です。通知表の確認作業の徹底について、

経緯と対応をお話しさせていただきたいと思います。資料№４を

ご覧ください。 

今回、新聞報道等でもございましたが、西小学校が保護者から、

１学期の通知表と２学期に配付した通知表の１学期の欄の評価が

違っているという連絡を受け、通知表の誤記入が見つかりました。

これに伴い、市内の学校全てに調査をかけたところ、本町小学校
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にも一部誤記入があったため、各学校では、謝罪や訂正を行って

います。 

今回の通知表の間違いですが、２種類ミスがありました。一つ

は、エクセル表、表計算の表の打ち間違えです。西小学校、本町

小学校の両校でありました。２学期の評価をＡ、Ｂ、Ｃと評価を

入れるわけですが、何らかの原因でカーソルが動いたと思われま

す。そのため、各クラス１カ所動いてしまい、例えば、１学期、

Ｂ、Ｂ、Ｂだったのが、２学期の通知表は１学期の評価がＢ、Ｃ、

Ｂとなっているところがありました。このミスについては、エク

セル表に一度打ち込んだものは触れられないように今後プロテク

トをかけるという対応を検討しています。 

もう一つのケースは、１学期に、学校長または教頭等、管理職

のチェックを受け、誤字脱字、言い回しを含めて直したものをパ

ソコン上で修正し、打ち出して原本として出しているのですが、

２学期の成績処理に、１学期の作業途中の段階のデータが使われ

てしまったため、２学期の通知表の１学期欄が異なるということ

が発生しました。例えば、言葉に誤字が残っていたり言い回しが

違ったりというところが出てきました。これは１クラスなのです

が、数が多かったということであります。このミスについては、

作業が終わった段階で最終保存をしっかりして、それのみをしっ

かり保護していくことで対応するように話をしております。 

いずれにしても、２学期末に、２学期の評価・所見については、

担任、学年、管理職でしっかり通知表チェックを行っていたので

すが、再度掲載していた１学期の欄についてはチェックしていな

かったため、校長会で詳しい事情の説明と今後の対応ということ

で話をして、指示をしてきました。 

パソコンでの作業が負担軽減になることは間違いないのです

が、その便利さに隠れたリスクをしっかり捉えて対応を想定して

いかないといけないと校長にも話をしました。通知表の作成をパ

ソコン処理に変更した数年は、特に注意してチェックをしてほし

いと話をしました。 

今後、来年度以降の対応について、校長会でも話をしましたが、

もう尐し具体的に話を詰めて、再発防止について取り組んでいき

たいと思っています。 

 図書館長 資料№５をお目通しいただきたいと思います。 

「図書館と学校の連携によるリユース本の利用について」とい

うことで、市民の方から寄贈されておりますリユース本のうち、

市立幼稚園、こども園を含みますが、小学校及び中学校で利用が
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見込まれる本を差し上げるという形で例年行っております。今回

の選定期間は、２月６日から８日までの３日間、午前９時から午

後６時半まで、図書館の２階会議室で置いております。この期間、

自由に予約ができます。その引き取りは、１週間後の２月１３日

（水）から１５日（金）まで、午前９時から夜７時まで、１階の

作業室で引き取りを予定しています。提供する本は絵本が１４９

冊、一般書が７冊、雑誌が１００冊です。 

希望される本については、リストを各学校にメールによりお送

りいたします。この本について、選定期間の間に来て見ていただ

き、「この本がいい、これが必要だ」ということであれば、ご希

望により選ばせていただきます。 

なお、１冊の本に希望が多い場合は抽選をさせていただきます。

抽選結果については、また図書館から各学校へメールでお知らせ

する予定です。 

資料№６をお目通しいただければと思います。 

対面朗読ボランティア養成講習会は、図書館としては初めて行

う養成講座になりますが、私たちの周りを取り巻く中で、本をそ

のまま見るということができない、そういう目のご不自由な方が

おられます。そういう方については、音で伝えることができるの

ですが、なかなか難しいということがあります。そうした中で、

お手伝いいただけるボランティアを養成しようと、２月２日、９

日、１６日、２３日、４回に分けて、図書館で養成講習会を実施

したいと考えております。 

なお、これを実施するに当たりましての経過ですが、現在、秦

野市の図書館では、このような形で朗読をすることを「対面朗読」

と呼んでおりまして、平成２３年の頃、市内の男性ですが、そう

いう希望がございました。市としましても、市の障害福祉課等と

も相談し、県のライトセンターにも相談し、また、ボランティア

の録音奉仕団にも相談を投げかけました。そうした中で、試行と

して、昨年９月から、月２回から４回行っていますが、実施して

いく中で、ボランティア団体の方から養成講座というようなもの

はできないだろうかと要望もあり、まずやってみて、きっかけを

つくってみたらどうかというご意見をいただきまして、実施した

いと考えております。 

ただ、この講習会は初めてなので、どのくらいまでうまくでき

るかは未知数な点はございますが、こういうことを契機に、図書

館としても、研修に協力をしていきたいと思っております。 

望月委員長 それでは、「教育長報告及び提案」ということで、（３）以外
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で、（１）、（２）、（４）、（５）、（６）と説明があったの

ですが、一括して、ご質問、ご意見等ございませんか。 

飯田委員 資料№４の通知表の件ですが、たまたま私の娘のクラスであり

まして、一昨年から西小学校の通知表は、手書きからパソコン入

力という話があって、時代の流れでしようがないという感もある

のですが、保護者からは、温かみがないのかなという意見もあり

ました。確認ですが、現在も手書きの学校はあるのでしょうか。 

 教育指導課長 現在、２校が手書き・パソコンどちらでもいいとなっているの

ですが、手書きでやっている教員はいません。通知表の全てをパ

ソコンで作成しているのは中学校と小学校４校、あとの小学校９

校は、今までどおり出席や評価は手書きなのですが、所見の欄に

ついては、パソコンで打って、それを貼っています。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、「教育長年頭あいさつ」ですが、教育指導課は大変

だったと思います。いわゆる国や県や市を踏まえながら網羅しな

ければならないということで、短いながら、これだけ書くという

ことは大変な作業だったのではないかと思います。 

今年度は「凡事徹底」というキーワードがあるようですが、一

回だけだったら先生方になかなか浸透しないので、学校訪問や教

育訪問で随時この考え方を、今年、教育長が年頭挨拶の中でこう

いうような考え方を述べた。こういう教育活動は教育長のこうい

う考え方と一致している、そういうふうに整理してやると年頭挨

拶がもっと有効に活用できると思いますので、そんな配慮もして

いただければと思います。 

それから、対面朗読ボランティアですが、初めての企画ですか。 

 図書館長 こちらのボランティア養成については初めての試みになりま

す。実は、福祉の対面朗読については、秦野市におきましても、

福祉部の所管になりますが、障害者の福祉を増進させるというこ

とで、平成２２年に、秦野市障害者福祉計画が策定されました。

この中で、図書館の中の役割、これからやる部分のサービスとし

て、ボランティア等による対面朗読を推進しますということがご

ざいます。関連するボランティア団体とも相談をした中で、秦野

市において、希望者が１名おられ、そういうものはできないかと

お話があったそうです。 

その方は、秦野市だけではなく、お隣の伊勢原市または厚木市

にも行かれて、朗読を実際に受けているという話がありました。

本市もそういうことができないかということがありまして、福祉

団体のご協力が得られないか、またライトセンターにご指導いた
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だき、試行ということで行っています。本の種類によっては結構

時間等もかかります。朗読するのにボランティア１人ではなかな

かできないので、一回に読まれる本の冊数によっては、２人、３

人という人数が必要ということもあり、ボランティア団体も、そ

こまでの人数を確保するには組織の中ではまだ弱い部分もあるの

で、ご協力いただける方を増やしていけないかという話がありま

した。今回、初めてですが、一般の方に呼びかけをしまして、協

力がいただける方を募っていきたいと考えております。 

髙槗委員 今の対面朗読ボランティアについてですが、目の不自由な方に

対しては、録音して、それを聞かせるサービスがありますね。そ

の録音と対面の違い、要望もですが、内容も違ってくると思うの

です。 

 図書館長 こちらのボランティア団体については、秦野市録音赤十字奉仕

団ひまわりで、この団体については、委員からもお話がありまし

たように、本を読む形で録音して、本を実際にＣＤ等に入れる作

業を主にやっておられます。その中では、「広報はだの」につい

ても協力していただいております。こちらの朗読については、そ

のボランティアが直接読み聞かせるということで、録音ではなく、

本をそのまま読むという形で分かれております。委員さんがおっ

しゃいましたように、録音は今まで３０年ぐらいテープでやって

いただいていたのに対して、最近ではＣＤで録音をやっておりま

す。 

望月委員長 対面朗読ですが、新しい事業ということで大変と思いますが、

これは今の時代に対応する一つの事業と私も思うわけですが、新

しいことをやるのは非常に大変ですが、うまくいくように頑張っ

ていただければと思います。 

ほかにありませんか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、次に移りたいと思います。 

次に議案に入りますが、本定例会は２件の議案が提出されてお

ります。 

「議案第１号 教育功労者等表彰・教育長表彰の被表彰者の追

加等について」は、個人情報が含まれているので、秘密会での審

議ということでよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１号については秘密会での審議といたします。 

それでは、「議案第２号 秦野市文化財保護委員会委員の委嘱

について」、説明をお願いいたします。 
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 生涯学習課長 それでは、「議案第２号 秦野市文化財保護委員会委員の委嘱

について」、ご説明させていただきます。 

文化財保護委員会委員の任期がこの１月２８日で満了となると

いうことがございます。それに伴い、後任の委員を委嘱する旨を

今回、議案として出させていただきました。 

現在、この委員会で委員は７名お願いしてございます。今回の

任期満了に伴いまして、安本利正委員、昭和３８年の文化財保護

委員会の立ち上げ当初から委員としてやってきていただいた方で

ございますが、高齢ということもございまして、退任されます。

それに伴い、今回、名簿の中の７番目の秋田かな子さん、東海大

の准教授でございますが、考古学が専門で、市内の調査にも数多

く携わっておられるということでございます。考古の分野につい

ては安藤委員と２人態勢でお願いすることになりますが、他の委

員は引き続きお願いする形ということでございます。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

望月委員長 それでは、本件について、ご質問、ご意見、ございますか。 

この中で一番古い委員さんは誰ですか。 

 生涯学習課長 一番古いのは安藤さんです。 

望月委員長 松田町の教育委員さんですね。 

教育長 今は東京ですが、安本先生が最初から今までずっとやっていた

だいた。その前には、前場さん、既にやめられていますが、皆さ

ん大分長くやっていただいていて、安本先生がご高齢ということ

で、本人を訪問しましてお話をしたところ、退任の意思を示され

たということで、東海大学の准教授については、提携事業の関係

を企画課が行っていますので、そこにもきちんと話をした上で選

ばせていただく形をとらせていただきました。 

望月委員長 いろいろな専門分野から選ばれているようです。いろいろと選

ぶのは大変だったのではないかと思います。 

では、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

次に、協議事項に入ります。 

今定例会には４件の協議事項がありますが、「協議事項（２）

小学校長による幼稚園長の併任について」、「協議事項（３）幼

稚園と小学校の人事交流について」及び「協議事項（４）県費負

担教職員の処分等について」は、個人情報が含まれているため、

秘密会での協議としてよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 
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望月委員長 よって、（２）から（４）については秘密会での協議といたし

ます。 

それでは、「協議事項（１）平成２５年度秦野市一般会計予算

案（教育費）編成について」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、教育費の予算編成について、ご説明をさせていただ

きます。「協議事項１」と書いてあります資料をご覧ください。 

前回１２月２１日教育委員会会議の際に、教育委員会として当

初の予算要求のご説明をさせていただきました。今回は、その後、

財政サイドから示された示達額、示達後の要求額を入れた一覧表

を出させていただいてございます。 

一番下の欄、部の合計でございますが、２番目の２５年度当初

要求額２２億７，１８６万４，０００円に対しましてマイナスの

１億４，７１５万８，０００円ということで、６．１パーセント

のマイナス、これが当初の要求の額でございます。その右の示達

額、仕事始めの１月４日に財政サイドから示された数字でござい

ますが、２１億４，３１４万８，０００円と２５年度当初要求額

と比べ、１億２，８７１万６，０００円、約５．７パーセントを

財政課で削減をしてきました。これを受け、１月１１日の段階で、

復活要求額、２２億６７５万１，０００円、示達額に対して６，

３００万円ほどの額、削減された部分の約半分の復活を要求して

ございます。主なものは、この後、各担当からご説明をさせてい

ただきますが、大きな部分は、幼小中学校施設の改修事業費が一

番大きいものでございます。そのほかに、いじめ、不登校等の人

的な部分のソフト事業の復活というものが主な部分でございま

す。 

当初要求の額で、市の予算全体で３１億円ほど足りない状況で

した。財政課が１３億ぐらいをカットしまして、この示達の段階

でまだ十何億円足らないという話も出ているところでございま

す。 

今後、実は来週１月２２日にこの予算に関する市長査定がござ

います。特に復活する示達後の要求額について再度要求をしてい

く場になると思います。その後、２月８日の教育委員会会議で教

育費の部分についてご検討いただいて、２月２２日に議案として

発送していくという予定になってございます。今日は協議という

ことで、次回の２月８日教育委員会会議のときには議案として提

出をさせていただく予定になってございます。 

それでは、各担当課の事業別の内訳がございます。まず、教育

総務費でございます。２ページから４ページまででございますが、
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学校教育関係の予算は、教育総務課と書いてあって、その下に教

育総務費、これは款項の項というのですが、教育総務費、小学校

費、３ページに中学校費、幼稚園費、こんな分けで教育総務課も

学校教育課も教育指導課もいくような形になってございます。 

まず、教育総務課の全体でございますが、当初要求額９億６，

０１９万３，０００円でございました。示達額が８億８，４０６

万２，０００円と約７，６００万円の削減をされて、それを受け、

約４，５００万円を再度復活の要求しているところでございます。

特に改修事業費が７，０００万円ほど切られましたので、この復

活で新たに精査して４，５００万円ほど再度復活という内容でご

ざいます。 

個別事業でございますが、教育総務費でございます。４番目に、

財団法人学校建設公社貸付金ということで、２４年度は３億ござ

いましたが、２５年度は全てゼロと前回ご説明しましたが、今ま

で学校建設公社が施行していた改修工事を全て事業に入れていく

ということで、小学校費以下に全て入れるということで全額をカ

ットしてございます。 

５番、６番は、新たに昨年度から取り組んでいる部分ですが、

５番は、市内小中学校の普通教室への空調設備の設置でございま

す。来年度については、設計の業務委託の予算を１，１００万円

ほど要求したのですが、１００万円カットされ、復活要求はせず

に、そのまま１，０００万ということです。６番目の西中学校屋

内運動場等複合施設整備事業費は、西中、西公民館の複合化の建

設にあたり、今年度委託をしております。それを受けて、全体の

事業構想をつくり、２５年度については、より詳細な事業の計画

になる基本計画を策定しているという部分の予算１，０００万、

委託費でございます。これも１０％カットされて９００万でやっ

ていくということでございます。 

そのほか、小学校費で、まず８番の施設維持補修費は、前年に

比べて９００万円ほど減してございます。これは、先ほど言いま

した公社の事業が全て一般会計の１件ずつ載せる事業に変わると

いうことで、緊急的に、または、今の時点では把握し切れない部

分の改修工事も見込まれますので、この維持補修費の中に９００

万円ほど増額をさせていただいております。 

９番は施設維持管理費でございます。これは、公社の今まで借

りてきた返済金があるわけですが、２４年度に比べて１，０００

万円ほど、公社から金融機関に返済するお金が減額しました。そ

ういうことで約１，０００万円減ってございます。 
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１２番は、小学校、中学校、全部ですが、公社にかわり小学校

改修事業費というようなことで、２５年度、１億７，３９０万円

上げさせていただきました。全部で１０工事ありましたが、７工

事にカットをされております。そういうことで約５，０００万円

減額をされております。これについては、１０工事全て必要だと

いうことで、示達後の要求額として再度計上しております。ただ、

工事自体は、全体の事業費の１割程度、個別の事業費はカットし

ますので、全く同額ではなく、若干減額をしている状況です。 

中学校費についても、維持補修費や維持管理費は同様の状況で

ございます。 

１９番目の中学校施設改修事業費についても、５，９００万円

要求したところですが、４，５８１万円ということで、約１，３

００万円減額をされております。これについては７つの工事を上

げたのですが、示達では２つの工事がカットされました。そうい

った中で、２工事のうちの１つを示達後の要求額ということで再

度上げております。 

幼稚園費でございます。２４番の運営事務費が１億２，１６１

万１，０００円と前年に比べ、約１，２００万円増えています。

これは統合加配の教諭もしくは臨時職員、例えば、担任の育休の

代替、そういう部分の幼稚園の臨時教諭の経費が大きな部分を占

め、１，２００万円、約１０パーセント増額をさせていただいて

おります。２５年度は、全体では２名の臨時職員が増員というこ

とと、実は、最低賃金の賃上げ等の部分で、臨時職員の時給の単

価が増加した部分で１，２００万円増額をさせていただきました。 

２５番目、施設改修事業費については、２，７７０万円要求し

ましたが、示達では約７００万円削られてございます。幼稚園に

ついては８工事上げたのですが、５工事カットされ、７００万円

ほど減ったのですが、これもカットされた３工事のうち２工事の

復活ということで示達後要求額に載せさせていただいています。 

 学校教育課長 それでは、５ページをご覧いただきたいと思います。 

学校教育課は、２５年度当初予算要求としては７億４，６９７

万６，０００円と前年に比べ、約５，０００万増ということで予

算要求させていただきました。それに対しまして、示達というこ

とで財政当局からは２，７８３万８，０００円減の７億１，９１

３万８，０００円という示達を受けました。中身を精査いたしま

して、そのうち４５３万９，０００円ほどの復活要求ということ

で、７億２，３６７万７，０００円を来週の市長査定で要求して

いく予定でございます。 
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学校教育課の主な内容は、多項目にわたってはございますが、

主な仕事は、小中学校における教育活動に要する教材・教具、理

科教育の備品、ＩＣＴ環境整備、要はパソコンです。こちらのリ

ース代等、教職員や児童生徒の健康管理費、身体検査等、要保護・

準要保護の児童生徒に対する学用品、給食費、修学旅行費などの

就学援助費でございます。さらには、安全で安心な学校給食を提

供しようという経費、私立幼稚園の就園奨励費補助金が主なもの

で、大部分を占めてございます。 

昨年の２４年度予算と比べて変わったものを幾つか申し上げま

す。まず６ページ、№１１の小学校教育費で、図書補助員の配置

でございます。教育委員からもご指摘等を受け、予算要望をして

おったのですが、財政当局からは全部カットということでござい

ました。これはやはり必要性がありますので、現在、図書補助員、

小学校においては７名、１名が２校を受け持つ状況でして、週４

日勤務ですが、２５年度は、１名１校、週４日ということで、基

本は各校に１名ずつという予算要望をします。 

同じ６ページの１８番については、給食調理費でございますが、

ほとんどが学校給食の委託化でございます。このところでござい

ますが、ミスプリがございます。「事業概要」の２行目に「７校」

とございますが、これは「８校」の間違いでございます。申しわ

けございません。したがって、その次の「６校」は「５校」とい

うことになります。大変申しわけございません。訂正をよろしく

お願いいたします。 

現在、委託については８校でございますが、今年度、北小学校

で９月から委託化を実施しております。来年度は８校で４月から

のスタートということで、その分が増えています。今後の委託で

すが、給食調理員の退職に合わせて順次行う予定ではございます。

今のところ、２６年度に新たに１校の委託化ができる状況です。

その後は、当分、退職者が出てまいりませんので、数カ年はその

まま現状維持ということになると思います。 

続きまして、１９番の給食設備等維持管理費ですが、これが大

きく伸びてございます。これは、学校建設公社で改修が行われな

くなったため、各事業費で執行するわけです。給食調理室の改修

工事等がここに組み込まれたために、増加している状況です。 

７ページの２５番でございますが、これが前年と比べて大きく

減尐しております。この主な内容は、新学習指導要領が始まり、

本年度、先生の指導書を大量に購入しておりまして、指導書の購

入がなくなるということで金額が減るという状況です。 
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 教育指導課長兼

教育研究所長 

教育指導課、教育研究所について、ご説明させていただきます。 

教育指導課ですが、今回の予算について、いじめ、不登校、問

題行動の対策について主に力を入れて重点的に配置していくとい

うことで考えて予算編成をいたしました。広い捉えですと支援教

育ということになると思うのですが、必ずしも、いじめ、不登校、

問題行動だけではなく、通常級にいる子どもたちの支援というこ

とについて、予算を組みました。 

まず、教育総務費の４番、いじめ・不登校対策事業費でござい

ます。昨年度５９０万５，０００円、本年度は７７６万４，００

０円と要求いたしました。この中には、いじめ・不登校の対策と

して、昨年度まで教育研究所で行っていた巡回教育支援相談、小

学校の巡回教育の相談ですが、小学校、中学校の両方を巡回して

もらうということで、２名増員して、中学校区で１人の指導員が

回る形で予算要求をしています。ただ、現在のところ、示達では

認められておりませんので、これについては今後も要求していき

たいと思っています。このあたりは、いじめの早期発見という部

分、それから幼小中一貫教育について、学校の経験がたくさんあ

る指導員がアドバイスをしていくという意味も含めて置いており

ますので、その辺のことを主張していきたいと思っています。 

６番の問題行動等対策指導助手派遣事業は、現在２名の指導助

手が配置されていますが、さらに２名増員して、現在尐し対応に

苦慮している学校について対応していきたいと思います。これに

ついては、示達では満額認められたということでございます。 

８番の「いのち」を大切にする心をはぐくむ教育推進研究委託

事業費は、神奈川県の「いのちの授業」ということで研究委託が

来ております。これは８万ということで置いてありますが、国と

も関連するので、まだ神奈川県から正式な金額がおりてきていな

いのですが、いずれにしても、命を大事にする教育、道徳教育、

体験学習を中心に委託をしていくということで考えております。 

１０ページですが、１０番の小学校教育指導助手派遣事業、中

学校費の１３番の中学校教育指導助手派遣事業、ともに要求は昨

年度より増額しております。指導助手の人数はそのままなのです

が、今まで午前中４時間で終わっていた勤務時間を５．５時間に

延長して、いじめ早期発見、それから、休み時間等も含めて、子

どもたちの学習相談も含めて、時間の延長を求めております。指

導助手が、お昼休みに、それから５時間目にかけて指導ができる

ようにしていきたいと考えての予算です。これについては示達で

了解していただいていますので、来年度はその方向でやっていき
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たいと思っています。 

続きまして、教育研究所に移ります。 

教育研究所は、研究の事業費に力を入れて予算編成をしました。 

２番の幼小中一貫教育研究事業費です。一つは、幼小中一貫教

育の検討委員会でも話題になった部分で、市民にも開かれた幼小

中一貫教育の研究発表会のような形でやっていきたいというこ

と、そういうことを考えての予算組みをしました。本年度、東海

大学の大学生にお願いした、内田委員にご協力いただいた教科支

援員ですが、本年度は、試行ということだったので、旅費も含め

て一切ボランティアという形でお願いしていたのですが、例えば

渋沢地区、今後は北地区と遠いところについては、せめて旅費は

出すべきだろうということで予算取りをいたしました。ボランテ

ィアへの謝礼という形で、ボランティアに新規の予算をとりまし

た。これについては了解を得ております。 

次に、幼小中一貫教育です。現在全ての学校で幼小中一貫教育

の研究をやっていますし、今後も続けていきますが、その中で、

特にモデル地区を決めて、事業内容やカリキュラムですとか、ど

んなふうに授業が変わっていけばいいかという研究、それから、

地域の人たちに御協力いただきながらの研究ということで、テー

マを絞った中で、他の地区のモデルになるような研究をお願いし

たいということで、当初は８０万の予算を計上し３地区ぐらいの

モデル地区を考えていたのですが、当初要求では通らないという

ことの中で、尐し絞ってやっていきたいと考えております。 

教育研究所については、そこの予算にもあるように、なるべく

事務的なところはカットしながら、調査研究に力を入れていきた

いと考えております。 

 生涯学習課長 生涯学習課からは今年度の予算額が大きく変わったところがご

ざいます。その部分について、事業別にご説明させていただきた

いと思います。 

生涯学習課は、当初要求した額に対して示達額は約４，０００

万円減額という形になってございますが、復活要求等については

行っていません。 

事業ごとにご説明させていただきますと、１０番の市史資料保

管活用費が１５０万円の増額になっていますが、これは、来年度、

軽便鉄道が１００周年を迎えることから、その記念事業として、

刊行物の発行や講演会を開催したいということでの増額という形

になってございます。 

１１番の市史資料室維持管理費については、今年度に比べ、約
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２００万円の増額になってございますが、２５年度中に資料室が

展示館に移転するということもございまして、その移転の費用と

して約２００万円を計上してございます。 

それから、１３番の全国報徳サミット推進事業費です。全国報

徳サミット秦野市大会が２５年度に秦野市で開催されるというこ

とに伴い、新規事業ということで、予算要求させていただいてご

ざいます。 

次は２０番の桜土手古墳公園・展示館管理運営費については、

今年度に比べ、約１，４００万円の増額になってございますが、

展示館の空調設備を更新することが主な増額の原因となってござ

います。全体で約２，１００万円が空調設備の更新に必要という

ことでございます。 

１４ページですが、各公民館営繕工事費については、前年度に

比べ、約１，０００万円の減額という形になってございます。今

年度、東公民館にエレベーターを設置いたしましたので、その分

が来年度はないための減額と理解していただければと思います。

営繕工事では、鶴巻公民館の空調を今年度実施しているのですが、

来年度も引き続き更新の工事も行います。 

２７番、なでしこ会館維持管理費については、平成２５年度か

らの貸館業務の廃止に伴い、従来から予算計上しておりましたハ

ローワークや休日歯科診療所、適応指導教室については、来年度

は企画課で予算対応等をすることになってございます。それに伴

い、予算額が減額になっています。来年度要求しております予算

額については、原状復旧の工事の予算でございます。 

 図書館長 それでは、資料１５ページをお目通しいただければと思います。 

図書館については、今まで予算ベースでいうと、２４年度と２

５年度、当初予算ではマイナス２．４パーセント、示達額でいき

ますとマイナス６２７万５，０００円という形でございます。 

主な科目での説明をいたします。まず２番の施設維持管理費は、

２４年度と２５年度を比べ、金額が下がってございますが、図書

館の長寿命化計画で、２４年度については外壁工事等で約２，０

００万円の工事がございました。２５年度については、施設内の

衛生設備及び給排水施設の更新工事をするということで、金額的

には外壁工事よりも尐なくなっているため、対前年度は下がって

いる状況でございます。 

続きまして、４番目、図書館活動費になります。２４年度、２

５年度を比べると、２５年度の金額が増額でございます。これは

ブックスタート事業の充実ということと、おはなし会等、さまざ
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まなボランティアの協力をいただいておりますので、そういう部

分、あるいは学校との連携をする部分の体制にかかる経費を計上

した関係で増えてございます。 

続きまして、５番の郷土文学資料収集等経費でございます。平

成２５年は、前田夕暮生誕１３０周年であるため、記念事業とし

て特別講演を実施いたします。金額は２４年度より減額してござ

います。 

８番目、図書館事務費については、２４年度と２５年度を比較

しますと、約９００万円の増額です。図書館については、一部窓

口業務等を委託してございます。２５年度から新たに事業が始ま

る等々あるため、業務の拡大、電算システムの更新もございまし

て、今年度、委託事業等が増えている状況でございます。その中

で、図書館事務費について、示達後の中では約２８０万円でござ

います。 

望月委員長 たくさんありますので、課ごとに見ていきたいと思います。 

それでは、教育総務課について、何かご意見等はありますか。 

市長査定はいつですか。 

 教育総務課長 １月２２日です。 

望月委員長 それでは、市長査定が１月２２日ということをお含みおきくだ

さい。 

教育総務課で何かありますか。 

飯田委員 改修工事で１０工事中７工事に削減や８工事中２工事に削減と

ありますが、この工事内容を、差し支えなければ、どんな工事が

カットされてしまうのか、教えていただければと思います。 

 教育総務課長 小学校費については、３事業中２事業が、キュービクルという

変電設備の工事です。もう、１事業は教室間のインターホンの老

朽化に伴う更新工事です。 

中学校費については、学校の放送設備です。今回、一斉放送等

を行う際の放送設備の改修工事が削られております。放送設備の

改修が２件ほど削られてございます。 

幼稚園費については、一つは、内部改修です。廊下がはがれて

くるのをガムテープでとめていたのですが、もう限界だというよ

うなことで、床の内部改修をする事業、トイレは洋式もあるので

すが、今の子どもは和式を使わないというようなことで、洋式の

割合を多くするトイレの改修工事、外構、周りのフェンスが老朽

化していますので、その張りかえの工事でございます。 

実は、基本的な躯体本体を長寿命化する工事は切られていませ

ん。比較的金額的には大きくない部分の改修工事が切られている
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傾向がございます。ただ、最初に言いました小学校のキュービク

ルは１基当たり１，０００万円を超える事業ですので、やはり長

寿命化という部分にかかってくる小学校２カ所のキュービクルの

更新工事は切られています。それ以外は、長寿命化という部分と

は外れるような部分を財政サイドで切ってきているという状況で

す。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

４ページの幼稚園教育活動推進事業費の６３万３，０００円、

個性ある幼稚園教育活動ですが、配分の仕方はどんなふうにして

いるのですか。 

 教育総務課長 配分については、各園から来年度の事業予定を上げていただい

て、それに対して予算をつけていくというようなことで、約２万

２，０００円の減額はしていますが、全ての幼稚園から上がって

きた部分、謝礼が中心になります。今時点では消耗品の部分は不

要ということで謝礼に特化した部分で約２万２，０００円が減っ

てございます。 

望月委員長 そうすると、認定こども園の施設が一緒のところがありますね。

あくまでも、これは純粋に幼稚園の教育活動費に使っているとい

うことでよろしいですか。あるいは、例えば講師を呼ぶ場合に、

この活動については、こども園の園児たちも参加させているとい

うこともあるのですか。 

 教育総務課長 ４歳、５歳児は保育園にもおられますので、全てのこども園が

ということではないですが、４歳児、５歳児全体を対象としてや

れる部分では、保育園に通っておられる園児も加えてやっていま

す。事業によっては幼稚園の園児だけを対象にやっているものと

両方あるようですが、全体でできるものについては、幼稚園だけ

でなく、保育園も含めて行っている状況でございます。 

望月委員長 ほかにいかがですか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ないようですので、学校教育課に移りますが、あり

ますか。 

内田委員 直接関係ないのかもしれないですが、小学校と中学校の理科教

育執行について、文部科学省が補正予算の中で、小中学校の理科

実験器具購入費として約１００億円を導入するというお話があっ

たかと思うのですが、補正予算なのでこれからだと思うのですが、

秦野市では、この金額に場合によっては幾らぐらい追加されるの

かということがおわかりになればお聞きしたいと思いますが。 

 学校教育課長 まだ、金額はつかんでございませんが、いずれにしましても、
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理科については、学校等の要望等をお聞きしましてやっているわ

けでございますが、整備率もかなり低いので、その辺については、

国庫補助がつきますので、なるべくいい方向にいくように、今後、

補正予算等の措置で対応していくことになると思います。 

内田委員 全国の小中学校が対象となると思いますから、約１００億円と

いえども１校当たりは、わずかな金額になってしまうとは思うの

ですが、よろしくお願いします。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

要保護・準要保護の就学援助費は２４年度よりも減額されてい

ますが、時節柄、国会でもいろいろと金額の問題について議論さ

れているようですが、減額でも対応できるのですか。 

 学校教育課長 この辺については、人数の把握が非常に難しいのですが、基本

的には、毎年、尐しずつですが増えてございます。こういう数字

をもとに、今年度の途中経過も含めて、来年度の予測をしての予

算計上でございます。今の試算ですと尐し減っていますが、これ

で多分大丈夫だろうと読んでございます。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか、学校教育課は。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、教育指導課に移りますが、いかがでしょうか。 

髙槗委員 大変な問題になっていますいじめ問題ですが、示達額が減額さ

れています。私たちとしては満額要求してほしいという思いがあ

るのですが、いじめ問題に対する予算額について、詳しく教えて

いただけますか。 

 教育指導課長 現在、小学校に派遣している元校長、総括教諭が３名おります。

中学校には県から派遣されるスクールカウンセラーが毎週１回来

るのですが、小学校には月１回しか来ないということで当初、小

学校における相談機能の充実を目指して配置した経緯がありま

す。実際、今の状況としては、子供や保護者の相談の他に、教室

を回ってもらい、気になるお子さんに声をかけたり、担任と話を

したりしております。今回、いじめのことで、他市町村もいろい

ろ対応しているのですが、本市としては、巡回教育支援相談員が、

いじめの早期発見につながると考えています。要は、学校の教員

ではない者が見ること、話しやすそうな先生たちに来ていただく

ことで、いじめ等の対策になることを期待しています。 

ただ、中学校も、なかなか目が届かないということもあり、小

学校から中学校に子どもたちは上がっていきますので、あと２名

の支援員を増やすことで、例えば、東小学校、東中学校では、午

前中小学校に行き、午後は中学校に行くという繋ぎをやっていく
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ことも含めて考えております。 

それから、いじめの対応については、教室に入れないお子さん

たちに対して、彼らが教室に入って勉強するだけでなく、中学校

卒業後の自分の生き方、進路も含めて考えを持てるような指導を

する専門の指導員をお願いしています。これについて時間を尐し

増やしていきたいということで、認められたところであります。 

それから、ソーシャルスキルの研修会ということで、夏休み中、

各学校から、子どもたちが友達との関係づくりができるような活

動をどうやってつくっていくかということを学ぶ研修会ですが、

これも来年度もやっていきたいということになります。 

あと、現在、渋沢地区に、いじめ・不登校の改善研究委託をし

ております。これについて、地区でいじめ・不登校に対してどの

ように改善をしていくのかという研究委託しつつ、支援をしてい

るところであります。 

いじめ・不登校対策は、事業費だけでいくとそこだけになって

しまうのですが、例えば、教育指導助手の時間を増やすというこ

とは、学力向上が主眼ではあるのですが、担任の目が届かない部

分について教員以外の目を入れるということもメリットとしては

あります。教育指導助手が、今までお昼で帰宅していたところを

２時過ぎまで勤務できるようになることは大きな効果があると思

います。問題行動の指導助手も、現在はお昼までの勤務ですが、

これも午後まで勤務できるようになりましたので、その辺のとこ

ろで充実はさせていただいたということになっています。 

あともう一つ、特別支援学級の介助員の３名増員をお願いして

いる中で、示達では認められていないのですが、これも市長査定

まで上げていきたいと思っています。昨日も就学指導委員会があ

ったのですが、対象のお子さんの数が増えているその中でも一年

間を通して見ると、自閉症・広汎性発達障害、または情緒的な課

題についてきめ細かい支援が必要であるお子さんが特に増えてき

ています。担任だけではなかなかきめ細かな対応が難しい部分も

あり、これにも対応していかなければいけないと思います。特別

支援学級のお子さんたちへの適切な支援のためにもしっかり予算

をつけて対応していくことで、学校全体としての支援体制の充実

をしっかりしていきたいと考えています。 

 教育部長 いじめ・問題行動等、教育指導課長から増額の内容的な話をし

ましたが、数字的にまとめたものをご説明させていただきますと、

直接、間接的なものをあわせて、いじめ・不登校対策、問題行動、

教育指導助手、幼小一貫教育の中の学習支援、特別支援の介助員
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等が、前年度の合計で約９，２００万円になります。今年度は、

要求の段階で約１億２，１００万を要求させていただきました。

示達でいただいた金額が約１億１，０００万ですので、前年度よ

り約１，７５０万円の増加になっているというのが現時点の状況

でございます。そういう中で、復活要求ということで、教育指導

課長がお話した特別支援学級介助員、それからいじめ・不登校の

巡回教育支援、学校の図書補助員等を合わせて、金額にすると約

８７０万円の復活要求をしていきたいとの考えでございます。 

望月委員長 介助員等は、今は神奈川県の補助はないのですか。 

 教育指導課長 はい。全て秦野市独自の支出になります。 

望月委員長 部長の説明を聞いて、教育の今の課題が反映されていると思い

ました。とりわけ、この前の教育委員会のときにも話をしたかも

しれないのですが、私は１２月に、ある県の講演に行ってきたの

です。講演の後、食事をしながら、「秦野市では教育指導助手を

５２名雇っている」という話をしたら、秦野市よりも若干大きい

市の教育委員会の方から、「秦野市はすごいですね」と言われた

のですが、学校現場では、まだまだ不十分なところがあるとは思

いますが、行政側のこういう努力で増額が図られているというこ

とは、学校現場にもよく説明してください。それでも不満はたく

さんあると思いますが、ぜひ説明して、市の努力、あるいは財政

当局の努力等についても話をすると、よりいいかなと思います。 

教育長 今回の予算要求に当たり、私から指示を出したのは、昨年来の

いじめの問題、暴力の問題、あるいは給食の問題と次々と教育関

係でいろいろなことが起きていますが、対岸の火事とは言ってい

られない。あすは我が身です。尐なくとも、こういう時期に、そ

ういうことが起きているときに、必要な予算の要求をするように

指示しました。もちろん、財政はお金がありませんから、切って

きますが、市長に対しての意思表示として、我々が今こういうよ

うなことでやろうとしているということをしていこうという指示

をしてありました。 

その結果で、部長が言ったように、課題となっている部分での

総体の経費としては、現時点では上がっている状況もありますが、

ただ、全て満足かというと、そういうわけではありません。それ

からもう一つは、学校建設公社がなくなることによって、施設関

連で、どうしても多尐窮屈さが出てくる可能性は否めないです。

そういう全体のバランスの中でやらざるを得ないということもあ

りまして、市長査定では、部長、課長が積極的に窮状を訴えてい

くということをみんな思っていますので、要求したものを丸々と
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はいかないとは思いますが、これは教育委員の意向でもあるとい

うことを伝えながら対応したいと思っています。 

望月委員長 今の教育課題についての教育委員会事務局の努力について敬意

をあらわしたいという話をしたのですが、一つ気になるのは、教

育指導助手や介助員はいいのですが、部活動の顧問派遣事業が全

く同じなのです。それで対応できるかどうか、その辺については

どんな見通しなのでしょうか。 

 教育指導課長 現状としては、学校からの要望としては足りているということ

なのです。一時期は、幾つか希望があって、「ちょっと待って欲

しい」と言っていた時期がありましたが、今は要望がたくさんは

出てこなくなったという状況はあります。ただ、部活の顧問で、

今後必要というところが出てくると思います。教員の異動によっ

てもまた違ってきますので、来年度については現状維持という形

でやらせていただきます。 

望月委員長 ほかにどうですか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、生涯学習課に移ります。 

何かご意見、ご質問はありますか。 

２８番の放課後子ども教室実施経費、秦野市ではどのような内

容でしょうか。 

 生涯学習課長 これについては、上小学校のみです。これで３年経過する形に

なりますが、来年度も実施するということで今のところは考えて

ございます。これとは別に他校への展開をしていきたいという考

えを持っていまして、今年も当たってみたのですが、なかなか適

当なところが見つからないという中で、来年度も引き続き上小学

校で進めたいと思っております。 

飯田委員 １３番の全国報徳サミット推進事業費ですが、この事業費とい

うのは秦野市だけが負担する金額ですか。秦野市だけで行う事業

ということなのでしょうか。 

 生涯学習課長 そのとおりでございます。会場市である秦野市で負担をするこ

とになります。ただ、食料費等は、各市町にも出していただく形

にはなりますが、運営費は会場市が出すことになります。 

教育長 報徳サミットに関しては、先日見ていただいた前年の御殿場の

経費が約６００万円ということです。あそこの場合には、報徳の

小集団がたくさんあります。そういうところも相当な負担をされ

ているそうです。今ここに書いてあります金額は一般会計で秦野

市が予算組みをしている予算ベースでの金額です。もちろん、農

協などの関係団体には、直接お話をして、寄附という形で、実行
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委員会に補助金という形で出しますので、そこが受け入れになっ

て、全体の事業費を含む形になっていくと思います。そういうと

ころで実際の運営をするということになりますと、これよりも多

尐膨らむ形になるというイメージは持っています。 

望月委員長 報徳サミットは１０月ですね。 

 生涯学習課長 １０月１８、１９日です。 

望月委員長 ほかにありませんか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、図書館について、何かありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、いろいろと出していただいたのですが、先ほど申し

ましたように、市長査定が１月２２日ということですので、自宅

で再度読んで気がついたことがあれば、各関係課等に連絡をして

いただければと思います。それでよろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 では、協議事項の質疑を終わりたいと思います。 

それでは、その他に入りたいと思います。「平成２５年度教育

委員会会議日程について」の説明をお願いします。 

 教育総務課長 平成２５年度に開催します教育委員会会議の日程の案でござい

ます。お配りしました資料をご覧ください。 

平成２５年度の教育委員会会議の日程でございます。教育委員

会会議は基本的に第３金曜日の毎月１５日から２１日までの間に

開催することが慣例となってございます。そのことを踏まえて日

にちの設定をさせていただいておりますが、１０月は１１日金曜

日と第２金曜日でございます。先ほど説明がありましたとおり報

徳サミットが第３週にございますので、１週間早めさせていただ

きました。また、２月につきましては、今年度も同様でございま

すが、市議会の議案発送が２月中旪になります。それまでに教育

費に関する議決をいただかなければいけないため、第１金曜日に

開催する設定をしております。同様に３月定例教育委員会開催予

定日が３月１４日と第２金曜日にしておりますのは、まだ議会日

程がわかりませんが、今年度の議会日程を見ると第３金曜日が議

会閉会日と同日になる可能性があるため、第２金曜日にさせてい

ただきました。今までご説明した月以外は第３金曜日で設定させ

ていただいておりますが、例えば議員連絡会というものが毎月１

６日にございます。案件があるかはわかりませんが、そういう部

分や皆様のご都合を含めて変更を必要に応じて行っていきたいと

思います。 
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望月委員長 それでは年間予定の案ということです。 

何かありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは来年度はこの予定でよろしくお願いします。 

この案件以外に何かありますか。 

 学校教育課長 資料はご用意してございませんが、既に報道等でご存じかとは

思いますが、本市においてインフルエンザの患者が増えておりま

す。１月１６日に、南が丘小学校２年２組、１月１７日に、堀川

小学校２年３組及び大根小学校２年１組において学級閉鎖となり

ました。本日は学級閉鎖はございませんが、現在３校３クラスで

学級閉鎖中であるということをご報告させていただきます。 

なお。各学校には昨年９月からインフルエンザが流行しそうと

いうことで感染予防の指導や対応について逐次文書でお願をして

おりました。ちなみに、１月１６日に神奈川県からインフルエン

ザの流行発生注意報というものがありまして、これがちょうど発

令され、各学校に周知したところで発生してしまった状況です。 

望月委員長 それでは何かありますか 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、その他で何かありますか。 

 図書館長 お手元に資料はお配りしておりませんが、「じんじん」という

映画がございまして、その映画の試写会をご案内させていただき

ます。この映画については、この映画の監督が秦野市在住という

ことで、平成２５年夏に公開予定なのですが、特別試写会を秦野

市観光協会の主催ということで２月１６日土曜日午後１時半開

場、１時５０分開演ということで、図書館の視聴覚室で試写会を

行います。映画について、市長が地元の映画監督の映画というこ

とで応援団に入っているため、図書館で試写会を行います。もし、

ご都合が付けば、私どもの方で席を確保させていただきますので、

２月７日頃までに言っていただけたらと思います。 

望月委員長 今、どのような関係者に呼びかけを行っているのですか。 

 図書館長 近隣の図書館関係者、読み聞かせのボランティアや観光協会か

ら民生委員に対して呼びかけを行っています。 

実は、この映画の基になっている撮影地が北海道剣淵町でして、

そちらが「絵本の里」ということで以前にふるさと創生基金で図

書館を作りました。その読み聞かせ等についての映画ということ

があり、近隣の図書館や読み聞かせのボランティア、児童等にふ

れあう民生委員が対象です。 

 教育指導課長 関連して、観光協会から小中学校の先生に対しても通知が配ら
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れています。 

望月委員長 この日には鶴巻公民館の公民館まつりがありますが、時間があ

りましたら、よろしくお願いします。 

他に何かありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ただいまから秘密会といたしますので、関係者以外

の退席をお願いいたします。 

 ―関係者以外退席― 

 〔削除〕 

望月委員長 では、以上をもちまして、定例教育委員会を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


